
 

鹿児島県議会議員 

活動報告 

ひがし 清剛
きよたけ

 
  発行人：東清剛事務所   

〒899-2502 日置市伊集院町徳重一丁目16-16 

              TEL 099-272-3244 

             FAX 099-248-7355 

 発行 

 ２０１6 第

 

◆ 

土
木
行
政
に
つ
い
て 

 

① 

県
道
鹿
児
島
東
市
来
線
の
美
山
工
区
の
整
備
状
況
と 

 
 

 

完
成
に
つ
い
て 

 

② 

本
県
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
取
組
状
況
に
つ
い
て 

 

③
日
置
市
内
を
流
れ
る
二
級
河
川
の
寄
洲
除
去
に
つ
い
て 

◆ 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

 

① 

公
立
小
中
高
校
の
屋
内
運
動
場
の
つ
り
天
井
や 

 
 

 

照
明
器
具
の
非
構
造
部
材
の
落
下
防
止
対
策
に
つ
い
て 

 

② 

県
立
農
業
高
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て 

 

③ 

公
立
小
中
高
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て 

 

④ 

乳
幼
児
期
及
び
学
齢
期
の
虫
歯
対
策
の
取
組
に
つ
い
て 

 

⑤ 

県
立
短
大
の
四
年
制
大
学
化
に
つ
い
て 

◆ 

飼
料
用
稲
の
生
産
・
利
用
拡
大
に
つ
い
て 

 

① 

飼
料
用
米
と
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲
の 

 
 

 

生
産
状
況
に
つ
い
て 

 

② 

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲
に
比
べ
て 

 
 

 

飼
料
用
米
の
生
産
面
積
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て 

 

③ 

畜
産
サ
イ
ド
か
ら
の
飼
料
用
米
の
需
要
量
に
つ
い
て 

 

④ 

飼
料
用
米
を
家
畜
の
飼
料
と
し
て
利
用
す
る
際
の 

 
 

 

利
点
と
注
意
点
に
つ
い
て 

 

⑤ 

飼
料
用
米
の
生
産
・
利
用
拡
大
に
向
け
た
今
後
の 

 
 

 

取
組
に
つ
い
て 

◆ 

鹿
児
島
県
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
の
取
組
に
つ
い
て 

 

① 

県
内
で
の
飲
食
店
等
に
お
け
る
た
ば
こ
の
煙
の
な
い 

 
 

 

お
店
の
登
録
状
況
に
つ
い
て 

 
② 

県
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
の
啓
発
活
動
の
取
組
に
つ
い
て 

 

③ 
受
動
喫
煙
防
止
教
育
の
取
組
に
つ
い
て 

 
 

 

 
 

 

県
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。 

か
ね
て
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。
ひ
が
し 

清
剛
は
、
県
議
会
議
員
と
し
て
2
年 

近
く
に
な
り
、
皆
様
の
生
の
声
を
聴
く
た
め
に
、
よ
り
多
く
の 

方
々
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
自
治
会
長
宅
を
巡
回
し
お
話
を 

聞
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・
課
題
等
を 

解
決
す
る
為
に
、
一
所
懸
命
走
り
回
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
へ
の
恩
返
し
に
、
ま
た
信
念
の
政
治
・
活
動
を
貫
く 

為
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

【
9
月
27
日
一
般
質
問
】 

◆ 

防
災
対
策
に
つ
い
て 

 

① 

住
民
等
に
よ
る
地
区
内
の
防
災
活
動
の
推
進
に
つ
い
て 

 

② 

複
合
災
害
体
制
の
整
備
に
つ
い
て 

 

③ 

大
規
模
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
の
取
組
に
つ
い
て 

 

④ 

鹿
児
島
大
学
と
の
防
災
・
減
災
に
お
け
る
連
携
に 

 
 

 
 

つ
い
て 

◆ 

警
察
行
政
に
つ
い
て 

 

① 

道
路
の
横
断
歩
道
等
の
白
線
に
つ
い
て 

 

② 

信
号
機
の
設
置
状
況
に
つ
い
て 

 

③ 

児
童
生
徒
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
や 

 
 

 

ス
ト
ー
カ
ー
全
般
に
つ
い
て 

 

④ 

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
つ
い
て 

平
成
28
年
度
鹿
児
島
県
議
会
第
３
回
定
例
会 



  

 

今
年
も
「
あ
っ
」
と
言
う
間
に
、
一
年
が
過
ぎ
よ
う 

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
の
主
な
活
動
だ
け 

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

【
議
会
関
係
】 

 

・ 

ひ
が
し
清
剛
は
、
2
月
29
日
と
9
月
27
日 

 
 

議
会
に
て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
県
政
報
告
の 

 
 

と
お
り
配
布
済
（
毎
回
農
業
関
係
は
質
問
し
て
い 

 
 

ま
す
。
） 

 

・ 

後
援
会
の
皆
様
が
、
ひ
が
し
清
剛
の
一
般
質
問
の 

 
 

傍
聴
へ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

2
月
は
41
名
・
9
月
は
62
名
が
傍
聴
に
来
て 

 
 

下
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

        

【
県
政
報
告
会
並
び
に
語
る
会
】 

 

・ 

平
成
28
年
1
月
・
8
月 

県
政
報
告
実
地 

 

 
 

伊
集
院
に
て
、
（
350
名
の
参
加
） 

 

・ 

日
置
市
各
自
治
会
毎
10
月
29
日
～
11
月
14
日 

 
 

ま
で
、
各
地
区
公
民
館
・
自
治
会
公
民
館
で
実
施 

 
 

（
15
会
場
に
て
200
名
の
参
加
・
要
望
65
件
・
意
見 

 
 

10
件
） 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

 ↑無所属の部屋を見学 

 
 

要
望
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
・
活
動
中
で
す
。 

 

※ 

こ
れ
か
ら
も
、
定
期
的
各
自
治
会
毎
実
施 

 
 

し
ま
す
。
参
加
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

  

【
現
場
直
行
】 

 
 

・ 
色
々
な
要
望
・
災
害
・
河
川
氾
濫
・
現
場
確
認
と 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
等
へ
対
策
改
善
等
を
お
願
い 

 
 

し
ま
し
た
。 

 

・ 

県
議
本
人
が
、
熊
本
地
震
に
よ
る
現
場
確
認
と 

 
 

調
査
並
び
に
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
益
城
町 

 
 

で
4
日
間
実
施
。 

 
 

 

尚
、
ひ
が
し
清
剛
後
援
会
に
も
呼
び
掛
け
、 

 
 

特
に
若
手
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を 

 
 

20
日
間
益
城
町
と
南
阿
蘇
郡
西
原
村
へ
行
き 

 
 

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
防
災
対
策
を
地
元
で 

 
 

し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

・ 

色
々
な
要
望
で
、
市
役
所
関
係
・
日
置
警
察
署
・ 

 
 

県
庁
出
先
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り 

 
 

ま
す
。 

        

【
勉
強
会
】 

 

・ 

定
期
的
な
議
題
を
も
う
け
数
人
で
実
施
し
て 

 
 

い
ま
す
。
午
後
18
時
か
ら
深
夜
ま
で
か
か
る
こ
と 

 
 

も
あ
り
ま
す
。 

 

・ 

若
手
と
の
意
見
交
換
会
や
伝
統
行
事
等
の
取
組
。 

 

・ 

地
域
起
こ
し
等
の
協
議
参
加
。 

【
地
元
日
置
市
管
内
行
政
視
察
】 

 

・ 

11
月
9
日
鹿
児
島
県
議
会
無
所
属
の
会
で 

 
 

要
望
事
項
の
現
場
視
察
県
道
291
号 

松
元
川
辺
線 

 

・ 

農
業
関
係
の
六
次
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

・ 

日
本
三
大
砂
丘
の
吹
上
浜
の
環
境
関
係
に
つ
い
て 

  

     
 

 

↑各地区の県政報告会並びに語る

↑吹上浜の環境改善について 

↑県道291号線の調査 

↑熊本地震現地調査 



【
今
ま
で
の
要
望
事
項
結
果
】 

 
※ 
色
々
な
行
政
職
員
・
自
治
会
長
さ
ん
お
世
話
に 

 
 

 
な
り
ま
し
た
。 

 

● 

平
成
28
年
度
1
月
～
11
月
末
日
ま
で
の
要
望
結
果
で
す
。 

 
 

① 

道
路
・
歩
道
の
改
修
要
望
が
全
体
の
4
割
。 

 
 

② 

河
川
の
寄
り
洲
・
河
川
の
堤
防
の
崩
れ
が
全
体
の
4
割
。 

 
 

他
に
も
、
色
々
な
要
望
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
区
で
の 

県
政
報
告
会
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
改
善
す
べ
き
問
題
を
自
治
会
と
市
・
県
で
連
携
し
て 

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

人
口
対
策
の
一
環
と
し
て
、
吹
上
町
で
の
鹿
児
島
市
と
の 

交
流
・
伊
集
院
町
の
土
橋
校
区
と
鹿
児
島
市
と
の
交
流
が 

必
要
で
す
。
鹿
児
島
市
の
方
々
が
定
住
で
き
る
よ
う
な 

取
組
が
課
題
と
考
え
ま
す
。 

地
域
の
方
よ
り
伊
集
院
駅
の 

車
い
す
の
設
置
要
望
が
あ
り
、 

Ｊ
Ｒ
の
御
協
力
の
も
と
、
車
い
す 

１
台
が
即
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

必
要
な
方
は
駅
員
の
方
に
声
を 

か
け
て
下
さ
い
。 ↓ 

◆ 200件近くの要望がありましたが 

内5割近くが改善され、検討と 

次年度実施で1.5割近くになりました。 

清剛
きよたけ

 活動全開!! 

↑ 妙円寺詣りにて、美味しい 

いじゅういん饅頭を売っていた方と 

↑恋之原の仲良し三人衆です。 

↑妙円寺詣り武者行列に鎧を着て参加 

↑ 鹿児島地域植樹祭にて 

 オリーブの木を植えさせて頂きました。 

● 

下
神
殿
防
災
訓
練 

 

い
つ
な
に
が
起
こ
る
か 

 

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え 

 

地
域
の
人
と
協
力
し
、 

 

避
難
訓
練
を
行
う
こ
と
が 

 

一
人
一
人
の
命
を
守
る 

 

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

↓ 



↑ 伊集院北小学校運動会 

 子ども達からたくさんの元気をもらいました！ 

↑ 猪鹿倉自治会敬老会 

↑ 徳重十五夜での手作り大綱です。 

↑ 拉致被害者の増元るみ子さん 

  ご兄弟吹上アベック拉致現場にて 

↑ 妙音十二楽演奏会 

 歴史ある演奏を聴くことが 

 できました。 

↑ 少林寺錬心舘昇段試験 

 ロシアの方との交流もありました。 

↑ 高山ふるさと秋まつりに参加 

↑ 流鏑馬
や ぶ さ め

神事に 

 参加させて頂きました。 

 
↑ 第1回日置市美展では、芸術性の高い作品に 

     目を奪われました。 


